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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆さん、おはようございます。ただいまご紹介に預かりました、信州大学の森です。よろしくお願いいたします。

私が担当させていただくコマは、「大学図書館職員」の「スキルアップ法」です。

サブタイトルに、「ワカルからカワルへ。プロフェッショナルへの成長プロセスを実践しよう」と付けました。

私の今日の目標は、

・皆さんがアンケートに「短期研修を受講して○○がわかった」ではなく、
・「短期研修を受講して、自分はこう変わった！そして、人に話したくなり、「○○をやってみたい」と思ってもらうこと　です。

「ワカル」ための研修から、「カワル」ための研修へ一歩踏み出し、
皆さんがこれから「大学図書館職員」のプロフェッショナルとして成長していくプロセスを考え、
そして実践していただきたいという気持ちをタイトルに込めました。



mailto:mori_izumi@shinshu-u.ac.jp
https://researchmap.jp/izumimi


本日お話しすること

 自己紹介：

一大学図書館員の四半世紀と4つの転機

 受講生の皆さんの現在を知りたい

 スキルアップとは何か？：

成長プロセスを概念的に捉える

 変わりゆく世界：

専門性を持った職業人としての関わり方

 プロフェッショナルの要件と成長プロセス

 スキルアップ法いろいろ＆短研の楽しみ方

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日お話しすることのメニューです。

まず自己紹介。そして、受講生の皆さんの現在を知ること。

このコマのテーマである、スキルアップとは何かを知ること。

これから私たちが生きていく世界の変化と、その中での専門性を持った職業人（つまり、プロフェッショナル）としての関わり方を見ていくこと

プロフェッショナルとは何か？そしてそのための成長プロセスを見ること

最後に、具体的なスキルアップ方法をご紹介し、これから4日間にわたる短研の楽しみ方を見て行きたいと思います。
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始めの3カ月：総合図書館で見習い

自己紹介：一大学図書館職員の四半世紀

第一の転機

第二の転機

第四の転機

図書館マネジメント、人材育成、職場の環境整備、
地域連携、大学経営の一角

第三の転機

既存の枠組みに
収まらないことが

増えて来た

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1991年に東大に作用されてから、いろいろな大学やNIIなどを渡り歩き、さまざまな業務に携わってきました。

その中でも仕事人生が変わったなと思う転機がいくつかありました。

また、仕事の内容も、既存の枠組みに収まらないことが増えて来たなぁと思います。



第一の転機（1999年）
 情報リテラシー＠東大情報基盤センター

→三重大学
 利用者教育から情報リテラシーの時代へ

学術審議会. “大学図書館における電子図書館的機能の

充実・強化について（建議）”. 1996

 「頑張れば頑張るほど、いらなくなる存在？」
 情報リテラシーは単にOPACの使い方を教えるだけで

はなく課題解決能力を身に付けてもらうこと。

 三重大学での取り組みで、オンライン教材の活用
や高校の授業「情報」必須化に伴う変化を体験。

三重大時代の座右の銘：
自分が今こうなのは、環境が悪かったからだと人は言う。

だが環境の影響など、何ほどのものではない。
世の中で成功している人間は望む環境を求めて行動する

し、見つからなければそれを自ら作りだしている。

バーナード・ショウ 『ウォレン夫人の職業』（1893年）より

目からウロコが落ちる日々
視点を変える・発想を変える

疑ってみる・考え抜く

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一つ目の転機は、東大で情報リテラシーの担当をしていた時です。
時代は、「利用者教育」から「情報リテラシー」の時代への変わっていった頃で、上司は（ご存知の方もいらっしゃるのではないか、と思いますが）、茂出木理子さんでした。

これから「情報リテラシー」を頑張っていく！と燃えていたのですが、いきなり、「情報リテラシーって、頑張れば頑張るほどいらなくなる存在なんじゃない？」と言われてびっくりしたのを覚えています。

つまり、情報リテラシーを身に付けた人が増えれば、教える必要はなくなるし、そもそも教えなくちゃ使えないサービスってどうなの？と問われたんです。
いろいろなやり取りをする中で、情報リテラシーは単にOPACなどのツールの使い方を教えるだけではなく、課題解決能力を身に付けてもらうことなんだということを、当時すでに話題にしていました。

これからは「情報リテラシーだ」となると、こぞってそちらに突っ走るのではなく、ちょっと立ち止まって視点を変えてみる、疑ってみる、考え抜くということを学んだ一年でした。



第二の転機（2006年）
 機関リポジトリ＠三重大図書館

Date:  Mon, 18 Dec 2006 21:34:46 +0900 From:  Koichi Ojiro <ojiro ＠ nii.ac.jp>

Subject:  [drf 0194] Re: 教授会における説明会第2弾＆質疑応答集（三重大）

図書館はこれまで専ら利用者（読者）としての教員（研究者）を
相手にしてきたわけですが，IRを推進するにはどうしても発信者
（著者）としての教員（研究者）と密接な関係を結ぶ必要があり
ます。

図書館が中心となって機関リポジトリを推進することの図書館に
とっての隠れた最大のメリットというか恩恵というか楽しみは，
発信者（著者）としての教員（研究者）と身近に接し，そこから，
これまでになかった新たな図書館サービスのヒントを得られるこ
とではないかと愚考するのですがいかがでしょうか。（尾城）

【出典】http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf-ml/100/194.html のキャッシュ

機関リポジトリの醍醐味を語った
言葉の中にパラダイムシフトを見た

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第二の転機は、三重大学で機関リポジトリの担当者をしていた時のことです。

機関リポジトリの黎明期は、新しい業務だし、周りに相談できる人はいないし、当時のリポジトリ関係者のコミュニティだった「DRF」のメーリングリストやWikiが頼りで、すごくお世話になりました。

三重大学で機関リポジトリを構築した際は、全ての教授会で説明会を行ったのですが、そのことをMLで報告したときに、当時NIIの課長だった尾城さんが送ってくれたメールがこちらです。

図書館はこれまで、専ら利用者（読者）としての教員（研究者）を相手にしてきたわけですが，IRを推進するにはどうしても発信者（著者）としての教員（研究者）と密接な関係を結ぶ必要があります。
図書館が中心となって機関リポジトリを推進することの図書館にとっての隠れた最大のメリットというか恩恵というか楽しみは，発信者（著者）としての教員（研究者）と身近に接し，そこから，これまでになかった新たな図書館サービスのヒントを得られることではないか。

この、機関リポジトリのだいご味を語った言葉の中に、「あ、仕事のあり方が変わったんだ」「いままさに、パラダイムシフトが起こっているんだ」という感動を覚えたのを覚えています。

このころの経験が、その後、NIIに異動して機関リポジトリ推進の担当者になるきっかけになりました。




 機関リポジトリ＋α＠国立情報学研究所

 大学では：
立場：一機関の図書館職員

ユーザ：学内の教職員、学生

仕事：他機関を参考にしつつ自機関に資する

 NIIでは：
立場：大学共同利用機関である研究所の図書系職員

ユーザ：直接的には図書館等の職員、その先に研究者、学生

仕事：個別の事情に配慮しつつ全体最適を目指す

第三の転機（2007年～）

機関リポジトリの業務を通じて、

全体を俯瞰すること、繋がりをつく
ること、グローバルスタンダードに

ついて強く意識

教えてもらうだけでは
申し訳ない。自分も何か

お役に立てないか

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第三の転機は、NIIに異動して機関リポジトリの事業推進の担当になったことです。

機関リポジトリの業務を通じて、全体を俯瞰すること、繋がりをつくること、グローバルスタンダードについて強く意識するようになりました。





第四の転機（2013年～）

 初めての管理職＋「図書館入試」の実務を担当＋

「研修のあり方WG報告書」の執筆＠お茶大図書館

 プレイング・マネージャーとしての経験

 教育のプロ、事務のプロとの教職協働、学生協働の経験

 国公私立を超えた図書館のプロたちとの協働の経験

図書館や大学などの

組織／業界の強みは、
個々のプロフェッショナル

の強みの総体＝∞

「大学の図書館職員は

図書館員であると同時に
（或いはそれ以前に）、

大学の職員であること」を
強烈に意識

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第四の転機は、お茶大に移ってからのことです。

お茶大には初めて管理職として着任したのですが、「図書館入試」の実務を担当したことで、プレイングマネージャとして、教育のプロ、入試や情報などの事務のプロたちとの教職協働や、学生協働の経験をさせていただきました。

また、国公私立大学図書館協力委員会の「研修ありかたWG」で、国公私立を越えた図書館のプロたちと協働することができました。

これらの経験から、「大学の図書館職員は、図書館員である前に、大学の職員であること」を強烈に意識しました。

また、図書館や大学という組織・業界の強みは、個々のプロフェッショナルの強みの総体であって、それは無限大の可能性を持ているんだというのを感じました。



本日お話しすること

 自己紹介：

一大学図書館員の四半世紀と4つの転機

 受講生の皆さんの現在を知りたい

 スキルアップとは何か？：

成長プロセスを概念的に捉える

 変わりゆく世界：

専門性を持った職業人としての関わり方

 プロフェッショナルの要件と成長プロセス

 スキルアップ法いろいろ＆短研の楽しみ方

研修や講習会では
相手を知ることが

第一歩！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、自己紹介兼ねて、この四半世紀を振り返ってきましたが、受講生の皆さんの今は、どのような感じでしょうか？

（ここで、受講生の皆さんのことを考えるのは、こうした研修において、「受講生について知ること」が、鉄則だからなのです！！）
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受講生の皆さんの現在を知りたい-1

 経験年数はかなりまちまち。4年目までの人が約半数

 異動の経験の有無？／図書館以外の部署の経験の有無？

挙手で
教えて

ください！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、みなさんは現在、どのような業務を行っていますか？この研修を受講するに当たって、自分の職務を記入していただいたと思いますが、
●京都会場
2～3年	8
3～4年	8
4～5年	5
5～6年	4
6～7年	1
7～8年	2
8～9年	0
9～10年	0
10年以上	2
●東京会場
2～3年	12
3～4年	5
4～5年	3
5～6年	5
6～7年	1
7～8年	2
8～9年	2
9～10年	1
10年以上	3
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受講生の皆さんの現在を知りたい-2

 受講生のうち、半分強の人は全般的な業務を担当

 サービス部門と管理部門では比較的サービスが多め

 システム部門は少ない
挙手で
教えて

ください！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、みなさんは現在、どのような業務を行っていますか？
この研修を受講するに当たって、自分の職務を記入していただいたと思いますが、

●京都会場
・全般：	16名	　		
・サービス系：	6名
・管理系：	6名
・システム系：	2名

●東京会場
・全般：	18名	　		
・サービス系：	12名
・管理系：	3名
・システム系：	1名




受講生の皆さんの現在を知りたい-3

 具体的な業務のキーワードを見てみる（※）

 多岐に亘る職務：職務を全うするために足りないこと
はありますか？

 現状と理想にギャップがある？⇒スキルアップが必要
⇒スキルだけで大丈夫？

※両会場の受講生の職務内容をファンブライトラボ「ワードクラウド」で可視化
http://lab.fanbright.jp/lod/text

挙手で
教えて

ください！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、受講生の皆さんの事前アンケートから、実際に担当されている業務のキーワードを拾ってみました。

とても多岐に亘っていますね。

・多岐に亘る職務：職務を全うするために足りないことはありますか？

・現状と理想にギャップがある？⇒スキルアップが必要、ということですね。

　でも、スキルだけで大丈夫なんでしょうか？？





参考：大学図書館員に必要な知識・技術の体系

【出典】 永田治樹. 大学図書館における情報専門職の知識・技術の体系：LIPER大学図書館調査から, 
図書館雑誌．Vol.99, No.11, p.774-776(2005)  <http://web.flet.keio.ac.jp/~ueda/liperfiles/liperindex.html>

 LIPER（2003～2005年度）
情報専門職の養成に向けた図書館情報学教育体制の再構築に関する総合的研究

中核とな
る知識･
技術領域

①既存サービス（二次資料・参考図書、資料目録法・オンライン目録システム、参考
調査サービス、情報検索技術、図書館･文献利用教育、閲覧･貸出サービス）
②図書と図書館（古典籍、資料保存、メディアの歴史、障害者サービス、図書館建
築、図書館史、書誌学）
③新しいサービス（ネットワーク情報資源、逐次刊行物、電子ジャーナル、官庁刊行
物・特許資料、その他の非図書資料および利用機器、ドキュメントデリバリーサービス、
図書館業務システムの運用、管理）
④資料組織化（メタデータ、分類法・件名法、索引法、抄録法、二次資料/DB作成）
⑤コレクション形成（分野別専門資料、資料選択、コレクション構築と評価、主題専門
知識）

実現環境
の知識・
技術領域

①図書館の基準やネットワーク（知的財産権・著作権、図書館ネットワーク・図書館協
力、利用者のプライバシー、図書館関係法規・基準）
②情報・出版流通（知的自由・検閲、外国大学図書館事情、出版流通/学術情報
流通、高等教育事情）

汎用的・
移転可能
な知識・
技術領域

①コミュニケーション（カスタマケア、広報活動、ウェブコンテンツの構築・管理、プレゼ
ンテーション技術、文書・企画書の作成、会話･接遇、研究調査法、利用教育などに
おける教授法）
②情報技術（データベース等の運用・管理、ネットワークの運用・管理、プログラミン
グ）
③経営管理（経営理論・手法、大学行財政、予算管理・会計）
④外国語（英語、英語以外）

大学の職員
としての

知識・スキル
も必要

研究調査法
や教育関連の
知識・スキル
分析力は

大幅に強化す
る必要性

この時点の
新しい

サービスは
既存に移行
電子化の進
展で相対的
に重要度が
下がった事
項もある

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大学図書館を取り巻く世界は急激に変化していますが、大学図書館員に必要な知識・技術は、2005年頃にLIPER（ライパー）という研究で体系化されたものが、今でも参照されています。

３つのカテゴリー
・中核となる知識･技術領域
　この時点の「新しいサービス」は「既存」に移行済。電子化の進展で相対的に重要度が下がった事項もあります。
・実現環境の知識・技術領域
　ここに書いてあることに加えて、大学の職員としての知識・スキルも必要ですね。
・汎用的・移転可能な知識・技術領域
　研究調査法や教育関連の知識・スキル、分析力は大幅に強化する必要性があると思います。








本日お話しすること

 自己紹介：

一大学図書館員の四半世紀と4つの転機

 受講生の皆さんの現在を知りたい

 スキルアップとは何か？：

成長プロセスを概念的に捉える

 変わりゆく世界：

専門性を持った職業人としての関わり方

 プロフェッショナルの要件と成長プロセス

 スキルアップ法いろいろ＆短研の楽しみ方

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そもそも、スキルアップとはどういうことか？

職業人として必要な技術を身に付けるということなのでしょうけれど、そのプロセスをもう少し概念的に捉えてみたいと思います。



概念整理：そもそもスキルとは？

 知識とスキル

 知識：「AはBである」といった言語化しやすい「事実としての

知識」

 スキル：技術や技能のように言語化しにくい「やり方に関する

知識（やり方を体現できる知）」＝ノウハウも含む

 知識と信念

 知識：多くの人によって共有された社会的な事実

 信念：個人としての理想や価値を含む主観的な特性を持ち、個

人の態度や行動を方向付ける高次の認知的要因

 学習：経験によって知識 スキル 信念に変化が生じること

 経験：人間と外部環境との相互作用

【参考】松尾睦『経験からの学習 : プロフェッショナルへの成長プロセス』

同文舘出版, 2006.6, p.9

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
関係する概念を整理しておきたいと思います。
まずは、知識とスキルの違い。これは、比較的理解しやすいですね。

ところが、『経験からの学習 : プロフェッショナルへの成長プロセス』という本を見てみると、私たちの成長には、知識とスキルのほかに、「信念」が必要だというのです。

知識と信念を見比べると、
「知識」とは、多くの人によって共有された社会的な事実　であるのに対し、
「信念」とは、個人としての理想や価値を含む主観的な特性を持ち、個人の態度や行動を方向付ける高次の認知的要因　と定義づけられています。

そして、「学習」とは、「経験」によって、知識・スキル・信念の3つの要素に変化が生じること
「経験」とは、人間と外部環境との相互作用・・・　なんだか、わかったようなわからないような感じがしますね。　




図解：そもそもスキルアップとは？

【参考】松尾睦『経験からの学習 : プロフェッショナルへの成長プロセス』

同文舘出版, 2006.6, p.9, 11 を参考に、筆者が作図

キャリアの発達段階

初期 中期 後期

経験

既存の知識、
スキル、信念

知識、スキル、
信念の修正・

追加

領域（業種・職種）

求められる姿
「大学図書館職員」＝「大学職員」＋「図書館員」
個人のレベル／組織のレベル／業界のレベル

学習
プロセス

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

プロフェッショナルとしての成長／なりたい姿

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図で見てみましょう。

皆さんのキャリアの発達段階が、上の方に書いてあります。
就職して数年目、まだ一度も異動したことがないよ、という人は初期段階ですね。

複数の異動を経験して、後輩さんが入ってきたりしている人は、中期段階ですね。

私なんかはもう、後期に入ってきています。

そのそれぞれの段階において、私たちは仕事上の「経験」をしていきます。
その「経験」が、既存の知識、スキル、信念に「修正」や「追加」を施します。この学習プロセスを、アウトプットに繋げていくんですね。

そして、そこには、自分が「なりたい姿」のセルフイメージと、その領域（業種・職種）なりの、「求められる姿」があります。





経験の中身：成長に影響を与える要因

 70（仕事）：20（他者）：10（研修・書籍）

 成長の70％が仕事の経験から説明できる

 20％は他者（上司）などの観察とアドバイス

 研修や書籍から得られるのは10％

【参考】中原淳編著『人事よ、ススメ! : 先進的な企業の「学び」を描く

「ラーニングイノベーション論」の12講』碩学舎, 2015.2, p.9

 組織の中で経験から学ぶ際の3つの要素
１．経験：良い経験にめぐり合うこと

２．学ぶ力：良い経験から多くのことを学ぶ力を持って

いること

３．組織：良い経験を積む機会が多く、学ぶ力を養って

くれる組織

【参考】松尾睦『経験からの学習 : プロフェッショナルへの成長プロセス』

同文舘出版, 2006.6, p.i

内的要因

外的要因

両方の要因

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ところで、中原淳（東大で、「大人の学びを科学する」をテーマに、企業における人材開発・組織開発について研究している研究者で、2018年4月~立教大学へ）
『人事よ、ススメ! : 先進的な企業の「学び」を描く「ラーニングイノベーション論」の12講』によると、

「経験」は、仕事、他者からの影響、研修・書籍の3つの要素に分けて考えると、

なんと、成長の70％が仕事の経験から説明できるんだそうです。

そして、20％は他者（上司）などの観察とアドバイス。

研修や書籍から得られるのは、たった10％なんですね。・・・研修のために集まった皆さんからすると、これはちょっと残念かもしれません。
でも、考えてみたら、私たちは職業人生の中で、圧倒的に長く、「自分の仕事」と向き合っているわけです。

そして、私たちは組織の中で経験を積んでいるわけですが、
その経験から学ぶ際の要素が3つあって、

１．経験：良い経験にめぐり合うこと
２．学ぶ力：良い経験から多くのことを学ぶ力を持っていること
３．組織：良い経験を積む機会が多く、学ぶ力を養ってくれる組織　こういう3つの要素があるのだそうです。




経験から学ぶ力のモデル

【参考】中原淳編著『人事よ、ススメ! : 先進的な企業の「学び」を描く

「ラーニングイノベーション論」の12講』碩学舎, 2015.2, p.12-15

リフレクション
（振り返る力）

ストレッチ
（挑戦する力）

エンジョイメント
（楽しむ力）

思い
＆

つながり

チャレンジングな
課題

実際の挑戦

もっと良いやり方
はないだろうか？

困難の克服
仕事にやりがい

思い＝原動力

励ましてくれる人、
仲間との
つながり

 同じ経験から、成長する人としない人がいる：

違いは経験から学ぶ力の有無

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その中でも、「学ぶ力」といのは、まさに「内的要因」です。

事実、同じ経験から、成長する人としない人がいる：違いは経験から学ぶ力の有無です。

そして、学ぶ力のモデルを見ると、
「もっと良いやり方はないだろうか」と、振り返る力
「困難の克服ができる。仕事にやりがいがもてる」楽しむ力
「チャレンジングな課題」を設定し、実際に挑戦する力

に加えて、そこには、「原動力」となる思いと、励ましてくれる人・仲間との繋がり　という要素があるのだそうです。

この図を見ていると、成長の要素に、「知識・スキル」の向上に加えて「信念」があることの意味が、少し見えてくる気がしますね。



本日お話しすること

 自己紹介：

一大学図書館員の四半世紀と4つの転機

 受講生の皆さんの現在を知りたい

 スキルアップとは何か？：

成長プロセスを概念的に捉える

 変わりゆく世界：

専門性を持った職業人としての関わり方

 プロフェッショナルの要件と成長プロセス

 スキルアップ法いろいろ＆短研の楽しみ方

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、「スキルアップ」というキーワードから、成長プロセスを少し概念的に見てきましたが、私たちを取り巻く世界は今、どうなっているのでしょうか？

専門性をもった職業人（つまり、プロフェッショナル）としての関わり方を見て行きたいと思います。



変わりゆく世界 ①世界的変化-1

 『ライフ・シフト』100年人生時代の到来

 過去200年間、人の平均寿命は伸び続けてきた。そこから導か
れる予測によれば、2107年には主な先進国では半数以上が100
歳よりも長生きするのだという。すると、80歳程度の平均寿命
を前提に＜教育＞＜仕事＞＜引退＞の3段階で考えられてきたラ
イフコースは抜本的に考え直されなければならない。

 たとえば、機械化やAIの進歩を受けて雇用はどう変わるのか。
予測しづらい変化に対処するための人的ネットワークをいかに
構築するべきか。健康にはどう留意すべきか……などなど。

本書が示す新たな問題の切り口は、極めて多彩だ。

【出典】『Life shift (ライフシフト) :100年時代の人生戦略』

amazonメディア掲載レビュー（週刊文春 2017.06.01号）より

 日本語版への序文：

「日本では、長寿化の負の側面が話題にされがちだ。この変化を恩恵では
なく、厄災とみなす論調が目立つ。本書では、長寿化の恩恵に目を向け、
どうすれば、個人や家族、企業、社会全体の得る恩恵を最も大きくできる
かを中心に論じたい。」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今、政府のさまざまな政策を見ていて、「人生100年時代」というキーワードをよく見ますね。

最近、『Life shift (ライフシフト) :100年時代の人生戦略』という本を読みました。
たまたまamazonで見かけて、書名のインパクトに惹かれて、さっそく、電子ブックで買って読んでみました。

レビューで目についたのは、
●人生が長くなると、＜教育＞＜仕事＞＜引退＞の3段階で考えられてきたライフコースは抜本的に考え直されなければならない。
ということと、
●機械化やAIの進歩を受けて雇用はどう変わるのか。予測しづらい変化に対処するための人的ネットワークをいかに構築するべきか。
といった部分です。

日本語版前書きには、「日本では、長寿化の負の側面が話題にされがちだ。この変化を恩恵ではなく、厄災とみなす論調が目立つ。」
この本は、「長寿化の恩恵に目を向け、個人や家族、企業、社会全体の得る恩恵を最も大きくできるかを中心に論じたい。」というコンセプトの下、書かれています。



変わりゆく世界 ①世界的変化-2

 100年人生時代における「教育機関の課題」
と予測

 長い人生では学習と教育が一層重要になり、それに多くの時
間を費やす人が増える。大学の学部教育で経験学習の要素が
増やされて大学教育の年数が長くなり、大学院に進む人や職
業訓練を受ける人も多くなる。学習方法のイノベーションも
進む。

 人生の早い段階での教育年数が増えるだけではない。人生の
もっと後の段階でも、教育への真剣な投資がなされるように
なる。雇用環境の変化に対応したり、頭脳を刺激し、リフ
レッシュしたりするために、新しい専門知識を学ぶ必要性が
理解され始めるからだ。

 こうした変化を受けて、教育機関と、学術上の能力と職業上
の能力の認定方法の多様性が大きく広がる可能性が高い。

【出典】リンダ・グラットン, アンドリュー・スコット著『Life shift (ライフシフト) :100年時代の人生戦略』

東洋経済新報社, 2016.11, p.365

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
『ライフ・シフト』では、繰り返し、長い人生における学習と教育の重要性を述べます。

大学の学部教育では経験学習の要素が増える、
大学院に進む人や職業訓練を受ける人も多くなる、
学習方法のイノベーションも進む。　と予測します。

また、人生の早い段階だけでなく、もっと後の段階でも教育への真剣な投資が進むだろうと予測します。

なぜなら、雇用環境の変化に対応したり、頭脳を刺激してリフレッシュするために、新しい専門知識を学ぶ必要性が出てくるからだ。

こうした変化は、教育機関と、学術上の能力、職業上の能力の認定方法の多様性を大きく広げる可能性を示唆しています。

→デジタル・テクノロジーは、100年ライフを通して学習し続けるための頼もしい手段になる。　
　　具体例：MOOCｓ



変わりゆく世界 ②日本の変化-1

 人材への投資と人生100年時代への対応

 今後の人生100年時代、本格的人口減少社会の到来を見
据えた「人づくり革命」を強力に実行していくべき

1. 教育の機会の確保
幼児教育の無償化に最優先で取り組むべき。一方、志があっても経済的に
恵まれない若者が、勉学に専念できる環境整備を行うことは重要だが、高
等教育における公的支援の対象については、低所得者層など真に助けが必
要な人に支援を限定すべき。

2. 大学改革
グローバルに見た地位の低下、必要となる人材の供給不足など、我が国の
大学改革は、世界のスピードに遅れている。受け皿となる大学の抜本改革
は喫緊の課題。国際競争力を持つ大学や特色を持って地域に貢献する大学
への統合・再編を促すとともに、外部人材登用の促進、ガバナンス改革な
どを通じ、社会人育成やIT人材供給など新しいニーズへの対応、地域ニー
ズに合わせた高等教育機関への転換を図るべき。

3. 全世代型社会保障への改革

4. 財源確保
【出典】平成29年第13回 経済財政諮問会議 資料２（平成29年9月25日）

http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2017/0925/shiryo_02.pdf

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような「人生100年時代」への対応として、経済財政諮問会議は、

「人づくり革命」と銘打って、「教育の機会の確保」「大学改革」の必要性に言及しています。

グローバルに見た地位の低下、必要となる人材の供給不足など、我が国の大学改革は、世界のスピードに遅れている。

受け皿となる大学の抜本改革は喫緊の課題。

国際競争力を持つ大学や特色を持って地域に貢献する大学への統合・再編を促すとともに、外部人材登用の促進、ガバナンス改革などを通じ、社会人育成やIT人材供給など新しいニーズへの対応、地域ニーズに合わせた高等教育機関への転換を図るべき。




変わりゆく世界 ②日本の変化-2

 世界に先駆けた「超スマート社会」の実現
（Society 5.0）

 世界では、ものづくり分野を中⼼に、ネットワークやIoTを活⽤してい
く取組が打ち出されている。我が国ではその活⽤を、ものづくりだけで
なく様々な分野に広げ、経済成⻑や健康⻑寿社会の形成、さらには社会
変⾰につなげていく。また、科学技術の成果のあらゆる分野や領域への
浸透を促し、ビジネス⼒の強化、サービスの質の向上につなげる

 サイバー空間とフィジカル空間（現実社会）が⾼度に融合した「超ス
マート社会」を未来の姿として共有し、その実現に向けた⼀連の取組を
「Society 5.0」とし、更に深化させつつ強⼒に推進

 サービスや事業の「システム化」、システムの⾼度化、複数のシステム
間の連携協調が必要であり、産学官・関係府省連携の下、共通的なプ
ラットフォーム（超スマート社会サービスプラットフォーム）構築に必
要となる取組を推進

※Society 5.0とは：

狩猟社会、農耕社会、⼯業社会、情報社会に続くような新たな社会を⽣み出す
変⾰を科学技術イノベーションが先導していく、という意味を持つ

【出典】第５期科学技術基本計画（平成28年度～32年度）の概要 より

http://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/5gaiyo.pdf

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに、平成28年度から始まっている「第5期科学技術基本計画」においては、世界に先駆けた「超スマート社会」の実現、
いわゆるSociety5.0を目指す動きが強まっています。

Society5.0というのは、狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、新たな社会を生み出す変革を、科学技術イノベーションが先導していくような社会の在り方を意味しているそうです。



変わりゆく世界 ③大学改革-1

【出典】 2010大学改革研究会『大学改革2010年への戦略』 1996年 p.136 を参考に作図

 大学運営のリエンジニアリング：教育概念の転換と学習支援機能

教室が舞台

キャンパス・街が舞台

学生が主役

教員が主役

創造性開発型

知識伝授型

教育＝学習の舞台と主役

 創造開発型にあっては、教員によ
る良質の授業と同時に、キャンパ
スや街にあって学習者の主体的学
習を効果的に支援する、組織化さ
れ制度化された仕掛けが必要

 従来の教育（授業）機能の一部は、
学習支援の装置の役割に移管

 大学の図書館は、学習者の学習の
場として徹底的に利用しつくされ
なければならない

 今日的センスに基づく大胆な再組
織化と、新しい学習支援サービス
機能の開発が必要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、こういった「大学改革」の必要性は、何も最近になって言われ始めたわけではありません。

1996年に出版された『大学改革2010年への戦略』という本では、20年以上前にすでに、現在さかんに言われている「教育概念の転換と学習支援機能の必要性」が指摘されていました。

いわく、創造開発型にあっては、教員による良質の授業と同時に、キャンパスや街にあって学習者の主体的学習を効果的に支援する、組織化され制度化された仕掛けが必要
従来の教育（授業）機能の一部は、学習支援の装置の役割に移管
大学の図書館は、学習者の学習の場として徹底的に利用しつくされなければならない
今日的センスに基づく大胆な再組織化と、新しい学習支援サービス機能の開発が必要




変わりゆく世界 ③大学改革-2

【出典】 2010大学改革研究会『大学改革2010年への戦略』 1996年 p.138 を参考に作図

教育
(授業)

創造性開発型

学
習

学習
支援

大学教育概念の変化

教育支援

知識伝授型

教育
(授業)

 「学習」が「教育」に代わって大学の直接目的に位置づけられ、学生
が大学の活動の中心となる発想の転換

 学習を直接促すものとして「教育（＝授業）」と「学習支援」の機能
が対等な重要性をもって「学習」機能を取り囲むという構図の出現

 教員による教育機能の補完に過ぎなかった学習支援機能が、教育コン
セプトの刷新とともに、学習行為になくてはならない大学の中心的機
能として急速に浮上し脚光を浴びはじめている

井上真琴. 
"大学図書館の学習支援". 
平成26年度大学図書館職員
長期研修. 2014 で紹介

 大学運営のリエンジニアリング：教育概念の転換と学習支援機能

「教育振興基本計画」（平成25年）
学生の主体的な学びの確立に
向けた大学教育の質的転換と
図書館機能強化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この本を知ったきっかけは、井上真琴さんが、2014年の長期研修で紹介されていたからなんですが、

教育と教育支援が、完全に内側と外側に分かれていた時代から、学習を主体とする教育を全体的にサポートするような形に移っていく図が示されています。

平成25年に策定された「教育振興基本計画」で、学生の主体的な学びの確立に向けた大学教育の質的転換
　　「学生の主体的な学修のベースとなる図書館の機能強化」という文言が盛り込まれ、（そしてこれは、図書館のことを審議する場以外で図書館が明記されたとても珍しい事例なのですが）、20年前位からすでに言われていたことだったんだということを知って、感慨深いものを感じました。

アクティブ・ラーニング（能動的学修）
	　「教育振興基本計画」（平成25年6月閣議決定）
　　学生の主体的な学びの確立に向けた大学教育の質的転換　「学生の主体的な学修のベースとなる図書館の機能強化」という文言が盛り込まれた




変わりゆく世界 ③大学改革-3

【出典】 2010大学改革研究会『大学改革2010年への戦略』 1996年 p.140 を参考に作図

 大学運営のリエンジニアリング：研究スタイルの変化と研究支援

研究

研究のありかたの変化

研究支援

研究

 従来の「研究支援機能」は秘書的役割・研究資金申請事務程度

 個人研究→共同研究、書斎型→データ重視・コンピュータ、ネット
ワーク活用型へのシフト。大型化、学際化、国際化、資金の学外依存
度増大。マネジメントや研究遂行上のコーディネーションが成否を分
け、外部資金の導入のための組織的戦略的アプローチも負荷が大きい

 「研究機能」と「研究支援機能」の関係もダイナミックに変化しつつ
ある

研究支援
URA

（University Research
Administrator）
として展開中

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに研究支援の在り方の変化についても言及があります。

従来の「研究支援機能」は秘書的役割・研究資金申請事務程度

個人研究→共同研究、書斎型→データ重視・コンピュータ、ネットワーク活用型へのシフト。大型化、学際化、国際化、資金の学外依存度増大。マネジメントや研究遂行上のコーディネーションが成否を分け、外部資金の導入のための組織的戦略的アプローチも負荷が大きい

「研究機能」と「研究支援機能」の関係もダイナミックに変化しつつある

これは、現在、URAとして展開していることに、繋がっていますね。




変わりゆく世界 ③大学改革-4

【出典】 2010大学改革研究会『大学改革2010年への戦略』 1996年 p.149-150

 大学運営のリエンジニアリング：新しい時代の大学構成員論

 理念
• 職員及び学生の役割の再評価と、大学運営へのコミット

メントの深化・拡大

• 意思決定プロセスの開放と行政管理のプロフェッショナ
ル化

→大学運営の自由化（リベラリゼーション）と専門職業化

（プロフェッショナリゼーション）が求められる

 喫緊の課題
• 職員の資質・能力の向上

• 実務処理能力中心→調査分析・企画立案・コンセプト／
ビジョン・メイキングにいたる広範囲な知的活動を担う
人材の確保と、高度の専門職業教育を通じた能力の養成

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こうした、大学運営の理エンジニアリングを実現するためには、新しい時代の大学構成員論が必要だと説いています。

理念としては、「職員及び学生の役割の再評価と、大学運営へのコミットメントの深化・拡大」

そしてそのような役割を果たせるような「職員の資質・能力の向上」が、喫緊の課題とされています。

従来の「実務処理能力中心」から、

調査分析・企画立案・コンセプト／ビジョン・メイキングにいたる広範囲な知的活動を担う人材の確保と、高度の専門職業教育を通じた能力の養成へ。






専門性の捉え方（法律上の位置付けと資質）

【出典】 高橋努「国立大学図書館の現状と課題」平成29年度大学図書館職員長期研修資料

http://hdl.handle.net/2241/00148326

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図書館専門職については、

大学設置基準という文部科学省令に、定められています。

「図書館には、その機能を十分に発揮させるために必要な専門的職員その他の専任の職員を置く」

また、昨年国大図協が策定したビジョン2020では、

「国立大学図書館職員は、これまで培ってきた学術資料に関する専門的知識やメタデータ運用スキル」に「加え」、
新たな知識やスキルを習得することにより
「学術情報流通環境の変化の中で」期待される新たな機能を実現する

と宣言されています。

ではこの、学術情報流通環境の変化、とは具体的にはどういうことでしょうか。



学術情報流通環境の変化とは-1

【出典】 杉田茂樹．学術情報流通の逆転．大学図書館研究，103 (2016) 10.5281/zenodo.813660
第５回中国・四国・九州・沖縄地区大学図書館職員フレッシュ・パーソン・セミナー 基調講演

「For libraries the future is a foreign country」杉田茂樹（千葉大学附属図書館学術コンテンツ課長）初出（2013）

 大学図書館の位置と情報流路の変化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
筆者が職に就いた 20 余年前，大学図書館は出版 流通の流れの最終地点付近に位置し，図書や雑誌を 外の世界から大学の中へと取り込んでその読者であ る教職員，学生に供する任にあたっていた。印刷物 の集積地がすなわち情報受容の拠点だった。

翻って現在ではインターネットがエーテルのように世界を 満たし，情報は印刷メディアを介さずに伝播する。 大学の外から内へのみならず，内から外へと容易に 情報は流れていく（図1）。





学術情報流通環境の変化とは-2

【出典】 杉田茂樹．学術情報流通の逆転．大学図書館研究，103 (2016) 10.5281/zenodo.813660

例：ジャーナル関連の
業務の変化



ｵﾏｹ：この図を描いた杉田茂樹さんは

 大学図書館員になりたかった動機：
⇒一日カウンターで好きな本が読めると思っていた

 初めて面白いと思った仕事：
⇒電子ジャーナルリストを作った時
⇒北大の機関リポジトリHUSCAPを作った時⇒NIIのCSI事業と連動しつつ
大きなムーブメントに。DRF（JPCOARの前身の一つ）立ち上げの一人

 面白いと思った理由／杉田さんみたいな人はどう育つ？：
⇒それまでにない新しい仕事だったから
⇒好きなことができるように放っておく

 言っていたこと：
⇒勉強するな。論文読むな。いかに手を抜くか考えろ。自分で考えろ。
やりたいことがあったら何語でも読むし、コミュニケーションするだろう。

⇒図書館司書である前に大学職員。しかしそのうえで、専門家たれ。
研究生活・学習生活に精通し、情勢、動向をそれに接続。

⇒研鑽機会はどんどん手を挙げる。必ず質問、必ず懇親会出席、外国人
講師がいたら必ずそいつと話す。

面白がる力
周囲を巻き込む力
思いを形にする力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

ちなみにこの図を描いた杉田茂樹さんは長期研修の同期なんですが、Facebookのメッセンジャーというチャットシステムで「今度、短研で話をすることになったんだよ」という話をしました。

私は、自他とも認める、真面目で優等生「的」なタイプで、その割におオッチョコチョイな人間なんですが、万人にとって良いロールモデルになれるかどうか不安だったので、
全く違うタイプの人の意見を持って来てみました。

私が話すことと全く違うこともあれば、共通点もありますね。　

彼の持っている力は、「面白がる力」「周囲を巻き込む力」「思いを形にする力」なんだと思います。

こういうのもありだよね。という一つの事例としてご紹介しました。





本日お話しすること

 自己紹介：

一大学図書館員の四半世紀と4つの転機

 受講生の皆さんの現在を知りたい

 スキルアップとは何か？：

成長プロセスを概念的に捉える

 変わりゆく世界：

専門性を持った職業人としての関わり方

 プロフェッショナルの要件と成長プロセス

 スキルアップ法いろいろ＆短研の楽しみ方

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さあ、ここまで、「専門性を持った職業人」を表現するのに、「プロフェッショナル」という言葉を使ってきました。

ここでいうプロフェッショナルとは何か。をもう少し具体的に見ていくことにしたいと思います。



専門性の捉え方（ビジネスの世界）

 プロフェッショナルとは
 欧米では、たとえば優秀な技術者に、「あなたはスペシャリストなのです

ね」と言うと、嫌な顔をすることが多い。「では、エキスパートと呼べば
いいですか？」と言い直しても、あまりいい顔はしない。「そうか、プロ
フェッショナルか」と言って、初めて笑って、「イエス」と答えてくれる。
彼らのイメージでは、スペシャリストとは単能工を意味する。ある1つの
技術なり、工程の専門家だ。エキスパートは、熟練したスペシャリスト、
文字どおり、熟練工を意味する。

 では、プロフェッショナルというのはどういう存在か。1人で相応の価値
を上げることができる人である。価値を上げるということはビジネスがで
きるということにも通じる。技術という範囲で言うのであれば、たとえば
「釘が打てる」ではプロとは言えない。「家が作れる」となって初めてプ
ロと言える。

 では、1人で家が作れなければプロではないのか。長い時間を掛けて1人
でログハウスを作ればプロなのか。もちろん違う。それではビジネスにな
らない。つまりは、ある一定以上の幅のある技術を習得しているとともに、
営業力やマネジメント能力があって、さらにチームビルディングができて
初めてプロフェッショナルと呼ばれる。

【出典】あなたはプロフェッショナルか、単能工か：大企業の管理職が誤解しがちな「専門性」の意味 より

DIAMOND ONLINE （2013.12.24）https://diamond.jp/articles/-/46356

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「DIAMOND ONLINE」というビジネスサイトで、『あなたはプロフェッショナルか、単能工か：大企業の管理職が誤解しがちな「専門性」の意味 より』という記事が気になって読んでみました。

欧米では、たとえば優秀な技術者に、スペシャリストやエキスパートという言葉を使うと、あまりいい顔をされない。

スペシャリストとは単能工を意味する。ある1つの技術なり、工程の専門家だ。エキスパートは、熟練したスペシャリスト、文字どおり、熟練工を意味する。

では、プロフェッショナルというのはどういう存在か。1人で相応の価値を上げることができる人である。価値を上げるということはビジネスができるということにも通じる。技術という範囲で言うのであれば、たとえば「釘が打てる」ではプロとは言えない。「家が作れる」となって初めてプロと言える。
では、1人で家が作れなければプロではないのか。長い時間を掛けて1人でログハウスを作ればプロなのか。もちろん違う。それではビジネスにならない。つまりは、ある一定以上の幅のある技術を習得しているとともに、営業力やマネジメント能力があって、さらにチームビルディングができて初めてプロフェッショナルと呼ばれる。



専門性の捉え方（この研修での考え方）

 「専門性」という言葉で一括りにしている

概念を解きほぐした例：

 スペシャリスト：ある工程の専門家

 エキスパート：熟練したスペシャリスト

 プロフェッショナル：ある一定以上の幅の技術を習得

しているとともに、営業力、マネジメント能力を持ち、

チームビルディングができる
【出典】あなたはプロフェッショナルか、単能工か：大企業の管理職が誤解しがちな「専門性」の意味 より

DIAMOND ONLINE （2013.12.24） https://diamond.jp/articles/-/46356

 大前提：全ての人／職に対するリスペクト

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さきほどの記事から、自分が普段「専門」という言葉を使う時に、じつはいくつもの概念を一緒くたにしていたことに気付かされました。

それを解きほぐした例として分かりやすかった。

スペシャリスト：ある工程の専門家
エキスパート：熟練したスペシャリスト
プロフェッショナル：ある一定以上の幅の技術を習得しているとともに、営業力、マネジメント能力を持ち、チームビルディングができる

私たちはどれを目指すべきですか？？

人によっては、スペシャリストやエキスパートを目指したいと思う人もいるでしょう。

でも私は敢えて、ここでいう「プロフェッショナル」を目指してほしいと思います。

もちろん、大前提として、全ての人／職に対するリスペクト　があるのは、当たり前のことではあります。





専門性の捉え方（認知心理学的な定義）

【参考】松尾睦『経験からの学習 : プロフェッショナルへの成長プロセス』

同文舘出版, 2006.6, p.7-8

 プロフェッショナルと熟達者

 熟達者

特定の領域で、専門的なトレーニングや実践的な経験を積み、

特別な知識やスキルを持っている人（Ericson, 2001ほか）

 プロフェッショナル

特別な知識やスキルを持つことは、プロフェッショナルの必要

条件ではあっても十分条件ではない。

プロフェッショナルには、優れた知識や技能と言った技術面だ

けではなく、「他者への援助」「公共の利益への奉仕」といっ

た精神面も必要とされる（Lui, 2003ほか）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　
もう少し、専門的な観点から両者を提議した例を見てみましょう。





「プロの仕事」を意識した事例 ①

 NACSIS-CAT検討作業部会主査のつぶやき

 このサービスがスタートしたのは1985年である。それから30年、サービスの
内容や、データベースの基本設計は当時から変わっていないという、驚くべき
サービスだが、しかしさすがにいろいろ限界がきている。電子ジャーナルや電子
ブックに対応できていないし、他のシステムとのデータの連携がなかなか難しい。
（中略）だが、今はグローバルにデータを連携して、WEB上でデータを機械的に
マージしたりリンク付けして提供することが当たり前になっている時代である。
この時代に対応した形にNACSIS-CATを2020年をめどにアップデートする、それ
がこの作業部会のミッションである。スタートして以来最大の変更になるが、
データのスキーマ、運用のガイドライン、サービス、検討しなければな
らないことは山積みである。しかし、どうにかして「ソフトランディン
グ」することが、この作業部会のミッションである。

 みすみは目録をそう深く知っているわけではないが（目録の専任だったことが
ないし、まあ人並み程度か）、システムから目録、受入、ILL、電子ジャーナル、
機関リポジトリ、リテラシー、利用者サービスまで、そして高専から中規模、大

規模大学まで、いろいろ見てきて、どこがどう繋がってい
るかがわかっている、それが強みなのかな、と考えている。

【参考】 NACSIS-CAT検討作業部会【みすみつうしんNo.1151】（2017.9.11）より

筑波大学・三角太郎氏の許諾を得て抜粋掲載



「プロの仕事」を意識した事例 ②

 NACSIS-ILLの相殺システム

ILL文献複写等料金相殺サービスは、この機会を最大限に活用し、教育研究の

推進のための図書館サービスの高度化、事務処理の効率化・合理化を進める
とともに経費節減を目指しています。

【出典】NACSIS-ILL文献複写等料金相殺サービス https://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/about/infoill/offset/

国立情報学研究所（NII）では、平成16年4月からILL
システムを活用して文献複写、現物貸借に関する
料金の相殺サービスを新たに開始いたしました。
平成16年4月からの国立大学の国立大学法人への

移行に伴ない、会計処理は、これまでの国の会計
規則ではなく、「国立大学法人会計基準」に則ること
となり、会計処理の規制が大幅に緩和されることに
なります。

今までは、同じ予算の仕組みであった国立大学間
のみで複写料金の相殺処理が行われてきましたが、
ILL文献複写等料金相殺サービスでは、国立、公立
及び私立大学等の全てのNACSIS-ILLシステム参加
館の加入を可能とします。

会計の「プロ」の存在な
しには、実現しなかった



「プロの仕事」を意識した事例 ③-1

 著作権講習会から帰って来た新人職員＋職員全
員へのメッセージ＠信大図書館

著作権講習会のご報告、ありがとうございました。実務に即した内容だったようで良かったです。

10月の中国四国の研修会で、「大学図書館職員の専門性」というお題で話をさせていただくこと
になっています。どんな話をするか考える中で、図書館職員に限らず

「専門職と認められる要件」は、「周辺的なことまで含めて、正しい理解とそ
の知識を使った課題解決ができること」が必要なんじゃないかと、つらつら考えて
います。

例えば、著作権法。

●図書館における利用にからむ部分

第31条：図書館等における複製

第32条：引用

について熟知していること。もちろんここがまずは大事なのですが、もう一歩踏み込んで、

●学校教育における利用にからむ部分

第33条：教科用図書等への掲載

第35条：学校その他の教育機関における複製等

第36条：試験問題としての複製等

についても、わかっている図書館員って、頼りになると思いませんか？

（先生や学務課の領域であって、図書館の専門領域ではないと切り捨ててしまわない）



「プロの仕事」を意識した事例 ③-2

 著作権講習会から帰って来た新人職員＋職員
全員へのメッセージ＠信大図書館（続き）

こういう考え方ができれば、これから益々求められるであろう、デジタル・
リソースを活用した学修／学習支援に、図書館がもっと資することができる
んじゃないかと感じています。

＃このことは、大学の情報セキュリティに関するe-learning教材をやってみ
て、著作権コースでは、学校教育における利用にからむ部分が主になってい
るのを知って、さらに強く思うようになりました。

専門知識は「できない理由を探す」ために使うのではなく「実現手
段を検討し、交渉し、実現し（できれば）汎用化する」
ために使いたいですね。

今回の受講内容をまずは咀嚼して実務に生かしていただきつつ、その少し先
にある領域にも意識を向けていただければな・・・と思います。



「プロの仕事」を意識した事例 ③-3

 著作権講習会から帰って来た新人職員＋職員
全員へのメッセージ＠信大図書館（続き）

こういう考え方ができれば、これから益々求められるであろう、デジタル・
リソースを活用した学修／学習支援に、図書館がもっと資することができる
んじゃないかと感じています。

＃このことは、大学の情報セキュリティに関するe-learning教材をやってみ
て、著作権コースでは、学校教育における利用にからむ部分が主になってい
るのを知って、さらに強く思うようになりました。

専門知識は「できない理由を探す」ために使うのではなく「実現手
段を検討し、交渉し、実現し（できれば）汎用化する」
ために使いたいですね。

今回の受講内容をまずは咀嚼して実務に生かしていただきつつ、その少し先
にある領域にも意識を向けていただければな・・・と思います。

目指すべきあり方：
専門外の人と、専門用語を濫用せず
（或いは適切な定義・根拠を示し）
相手の文脈に沿って説明し、納得

してもらい、協力し合えること

受け手の反応？
→ メールだけでなく普段の

会話からも「図書館の中だ
けで考えてたらダメ

なんだな」と感じている



「プロの仕事」を意識した事例 ④-1

重要なコンセプト：
• 一次選考を兼ねる文理共通のプレゼミナールと二次選考（文系 「図

書館入試」 、理系「実験室入試」）の二段構え
• 単に知識の多寡を問うのではなく「課題を探求・発見」し「必要な資

料やデータを活用」し、「オリジナルな解を導き出す」力を測定する
• 「受験の有無、合否に関わらず、参加者にお土産（大学においても、

社会においても必須の能力）を持ち帰ってほしい」（入試推進室長）

• 「本学図書館を自由に使ってレポート作成、発表」

→いかに実現するか？

実現方策の提案→3つの方針：
1. コンテンツは、ネットワーク上の情報環境を含め、本学の学

部学生と同じ条件で使えること

2. 人的なサポート体制を整えること

3. 場所は、図書館のラーニングコモンズのパソコンや、グルー
プディスカッションを行なうキャリアカフェを含め、図書館
をフル活用できること

 「図書館入試」＠お茶の水女子大学



「プロの仕事」を意識した事例 ④-2

図書館スタッフが担当したこと:
• 各プロセスに最適な環境の整備

• 「情報探索レクチャー」

• 「レポート作成（情報探索→執筆） 」のサポート

関係部署（入試推進室、AO入試室、入試課、および情
報基盤センター）と密接に連携し、方針や実施内容、
役割分担を検討

役割の確認、共通理解の一助として、国立大学図書館
協会「高等教育のための情報リテラシー基準」(2015年6月)

を活用

「入試改革」という
重要な事業において、
プロフェッショナル集団
として参画できた？

専門分野＋
プロジェクトのファシリテーター的役割

専門知識とスキルの裏付け

 「図書館入試」＠お茶の水女子大学



「教職協働」
「学生協働」
の小さな

成功体験を

「
図
書
館
入
試
」の
発
想
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
？

①学びの場づくり：
ラーニングコモンズやキャリアカフェを設置し、学内
の学習支援部署とのネットワークを築きつつ学び
の場を提供してきた

②情報リテラシー教育：
初年次教育の必修授業での講習会やクラス単位
のオーダーメイド講習会を積極的に実施してきた

③ピアによる学習支援：
図書館内で行うTA（Teaching Assistant）相当の学習サポー
ターとして、従来のICTリテラシー中心のLA(Learning 
Adviser)を、アカデミックスキルズ全般の支援を担う
LALA(Library Academic Learning Adviser)にリニューアル

単なる
空間では

なく、部署を
超えた協働
の場として

活用

入試

担当の先生も
オーダー

メイド講習会
を活用

学び手の

視点と力を
サービスに

活用

積み重ねた
結果として

「教員との
信頼関係」
が徐々に
構築できた

？

 「図書館入試」３つの背景まとめ

「プロの仕事」を意識した事例 ④-3

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そもそもなぜ、「図書館入試」を思いついてもらえたのか。



「プロの仕事」を意識した事例 ⑤-1

「探究型学習を推進するために高校図書館ができること
～実践につなげるためのワークショップ～」の実施

研修のねらい：
• 探究型学習の推進のために図書館に求められている機能を考

えるには、まず、私たち自身が、探究型学習を実体験を通し

て理解し、関係者と協働しながらプロジェクトを進めていく

スキルとマインドが必要です。

• 本日の研修自体をアクティブ・ラーニング型で実施します。

情報リテラシー教育・学習支援について、大学の動向を知っ

たうえで、課題解決グループワークを体験し、アイデア創出

ワークショップを行うことで今後の取組につなげます。

 県立高校司書研修会＠信州大学



 反転授業（Flipped Classroom）
 「知識の伝達」はなるべく事前に行い、授業（集合研修）では、

一人ではできないインタラクティブな（双方向性のある）活動を
多く取り入れる。

 ペアワーク（Think-Pair-Share）
 自分で考える→隣の人と意見交換する→全体で共有する

 ジグゾー法（Jigsaw Method）
 あるテーマについて複数の視点で書かれた資料をグループで分け

て読み、自分なりに納得できた範囲でメンバーに説明し合う。

 交換した知識を統合してテーマ全体の理解と課題解決に繋げる、
協調的な学習法。「個の理解」→「共有化」

 ラウンドロビン（Round Robin）
 グループのメンバーが順にアイデアや意見を述べていく方法。

 ブレインストーミングの簡易版で、多くの人と、短時間で意見交
換できる。

→事前課題として取り入れる

→レクチャーの中で取り入れる

→グループワーク（前半）で取り入れる

→グループワーク（後半）で取り入れる

「プロの仕事」を意識した事例 ⑤-2

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では具体的に、アクティブ・ラーニングの技法には、どのようなものがあるのでしょうか。

ここに、代表的なものをあげてみました。

まず、反転授業という考え方があります。

次に、ペアワーク。

次にジグゾー法

最後に、ラウンドロビン



「プロの仕事」を意識した事例 ⑤-3

 研修の講師の経験はあっ
た

 自分自身がさまざまな手
法を体験したこともあっ
た

 ワークショップの方法に
ついてプロから学んだ経
験もあった

 しかし何よりも、gaccoのコース「インタラクティ
ブ・ティーチング」を修了し、確かな知識の獲得に
よる裏付けがあったことが自信につながった



例：学習支援業務担当者に求められるスキル

【出典】 城恭子．アメリカ大学図書館における学習支援担当者に求められるスキルおよびステークホルダー
との協働事例に関する調査報告．大学図書館研究，106 (2017) http://doi.org/10.20722/jcul.1472

1. 図書館学の修士号、または同等の学位2年以上の情報リテ
ラシー教育経験がある

2. 2 年以上の情報リテラシー教育経験

3. 「高等教育のための情報リテラシー能力基準」に関する
実務に役立つ知識

4. 最新の情報技術に長け，教材資料の作成と提供ができる

5. 高いサービス指向

6. 目まぐるしく変化する学術環境に適応する能力

7. 生産性を向上させるためのソフトウェアに習熟

8. 教育やトレーニング，評価に関する経験

9. 口頭、書面によるコミュニケーションの優れた確かなス
キル

10. 大勢の聴衆を相手にして，教え，話すことに習熟

 UMass Amherst の場合（必須事項）



例：学習支援業務担当者に求められるスキル

【出典】 城恭子．アメリカ大学図書館における学習支援担当者に求められるスキルおよびステークホルダー
との協働事例に関する調査報告．大学図書館研究，106 (2017) http://doi.org/10.20722/jcul.1472

11. 学部学生のための主要な図書館資源や蔵書を熟知

12. 情報資源とサービスに対して，適切な分析と評価

13. 仕事上の人間関係を円満に構築し維持することができる

14. 多様な教育環境下において，協働と知識の共有を促進す
るチームの一部として働くことができ，かつその活動を
調整する能力

 UMass Amherst の場合（必須事項続き）

 UMass Amherst の場合（望ましい事項）
1. 教職に就いた経験

2. インターネット上における情報伝達の有用性，基本的な
原理原則を熟知

3. 情報やデジタルメディアの活用能力や基準，学習理論，
図書館利用教育における優良事例の実務経験／学習経験

4. インストラクショナル･デザイン理論の実践経験／体系
的な学習経験



プロフェッショナルへの成長プロセスモデル-1

 誰でも最初は「初心者」

 ステップアップが必要

 道は単線ではない
 世界は変わり続ける

 道なき道を行くことも・・・

ビギナー

スペシャリスト

エキスパート

プロフェッショナル

ビギナー

スペシャリスト

知識・

スキルの
習得

経験の
蓄積

他分野の
経験

マネジ
メント

次世代
人材
育成

業務
改善

視野の
拡大

改革を
主導

関係性
の把握

新たな
知識の
獲得

ジェネラリスト
の要素

ネットワー
キング

チーム

ビルディ
ング

ファシリ
テーション

資格取得

知識・

スキルの
リカレント

後輩の
指導

改革

プロジェクト
への参画



プロフェッショナルへの成長プロセスモデル-2

 ある研修でいただいた質問

 「図書館職員の専門性」を複数のスキルを包括した概念だとする
と、１人で全てのスキルを最高レベルまで引き上げることは困難

 複数の職員や図書館で、チームとして専門性を高めることが重要

 個々のキャリアパス、組織／業界の人材育成計画の中で、さまざまな
経験を積み、人事交流や連携を行いながら、強みを作っていけないか

グローバル社会

組織（図書館外の部署も含む）

図書館 図書館

関連業界

連携

組織（図書館外の部署も含む）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
事前質問より

「図書館職員の専門性」を複数のスキルを包括した概念だけとすると、１人ですべてのスキルを最高レベルまで引き上げることは難しいのではないかと考える。
複数の職員や図書館で、チームとして専門性を高めることは可能か。その際に注意すべきポイントは何か。

→非常に重要なポイント

図書館の中で、あるいは業界全体としての専門性を高める必要がある



プロフェッショナルへの成長プロセスモデル-2

 ある研修でいただいた質問

 「図書館職員の専門性」を複数のスキルを包括した概念だとする
と、１人で全てのスキルを最高レベルまで引き上げることは困難

 複数の職員や図書館で、チームとして専門性を高めることが重要

 個々のキャリアパス、組織／業界の人材育成計画の中で、さまざまな
経験を積み、人事交流や連携を行いながら、強みを作っていけないか

組織／業界の強みは、
個々のプロフェッショナルの

強みの総体＝∞

グローバル社会

組織

図書館

組織

図書館

連携

関連業界

変化への
対応力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
『進化論』のダーウィンが、「最も強いものが生き残るのではなく、変化に対応できるものが生き残る」という言葉を残しているのは、有名ですね。



大学職員としての専門性

【出典】 吉武博通「国立大学法人等部課長級研修講演：国立大学法人等を巡る動向と部課長の役割」（2018.7.30）

専門職であるという自負とともに、「図書館職員」で
ある前に「大学職員」であるという自覚が必要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
とても当たり前で、とても大切なこと。基本の流れは押さえておきましょう。



経験から学ぶ力のモデル（再掲）

【参考】中原淳編著『人事よ、ススメ! : 先進的な企業の「学び」を描く

「ラーニングイノベーション論」の12講』碩学舎, 2015.2, p.15-21

リフレクション
（振り返る力）ストレッチ

（挑戦する力）

エンジョイメント
（楽しむ力）

思い
＆

つながり

チャレンジングな
課題

実際の挑戦

スランプの時こそ
リフレクション！

困難の克服
仕事にやりがい

思い＝原動力

励ましてくれる人、
仲間との
つながり

本当に必要なの？
もっと良い方法はないの？

一見つまらない仕事の中に
「新たな気づき」を見つける

いつも与えられるとは限らない。
仕事の成果をキッチリ出して

自分で呼び込むもの

プロフェッショナルと
学習思考を繋ぐ思い＝
他者を考えながら自分の
能力を高めようとする。

自己と他者のいい関係性を
保つつながり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
同じ経験から成長する人としない人がいる：違いは経験から学ぶ力

良い経験は、常に与えられるものではない。自ら獲得するもの。

はじめに話した「組織の中で経験から学ぶ際の3つの要素のうち、「良い経験にめぐり合うこと」が、外的要因であると同時に、内的要因であると言ったのは、このことを意味する。





大学図書館職員としての専門性 ①

【出典】 国立大学図書館協会ホームぺージより http://www.janul.jp/

 国立大学図書館協会ビジョン2020
（2016.6.17 第63回総会で採択）

大学図書館の基本理念：

大学図書館は，今日の社会における知識基盤として，記録媒体の
如何を問わず，知識，情報，データへの障壁なきアクセスを可能
にし，それらを活用し，新たな知識，情報，データの生産を促す
環境を提供することによって，大学における教育研究の進展とと
もに社会における知の共有や創出の実現に貢献する。

3つの領域

1. 知の共有：〈蔵書〉を超えた知識や情報の共有

2. 知の創出：新たな知を紡ぐ〈場〉の提供

3. 新しい人材：知の共有・創出のための〈人材〉
の構築 「アカデミック・リンク教育・学修支援専門職

養成プログラム 」のような取組

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
�　http://www.chiba-u.ac.jp/general/publicity/press/files/2015/20150819.pdf �本学アカデミック・リンク・センターが教育関係共同利用拠点（拠点類型：大学の教職員の 組織的な研修等の実施機関、認定期間：平成 27 年 7 月 30 日～平成 29 年 3 月 31 日）として、 文部科学大臣より認定されました。 
拠点認定を受けて、アカデミック・リンク・センターは、これからの大学に必要とされる新 たな専門的職員として、「高度な実践力」と「体系された関連知見」と「新しい教育の開発・企 画力」を有する教育・学修支援専門職の確立と養成を行います。 アカデミック・リンク・センターが養成する「教育・学修支援専門職」は、大学教育の質的 向上を進めるために、現在、中央教育審議会等でその必要性が議論されている大学における「専 門的職員」の在り方に対する千葉大学による具体的提案です。 
今後、アカデミック・リンク・センターは、教育関係共同利用拠点として下記の取り組みを 推進していきます。 
（１）教育・学修支援専門職に必要な能力ルーブリックの開発と段階的研修プログラムの構築
（２）専門職養成のための実践的 SD（スタッフ・ディベロップメント）教育プログラムの運営
（３）専門職養成の全国拠点としての情報発信と専門職ネットワーク形成の推進
　 　https://alc.chiba-u.jp/ALPS/files/booklet_vol2.pdf



大学図書館職員としての専門性 ②-1

【出典】 国公私立大学図書館協力委員会『大学図書館職員の専門性と専門研修のあり方について （報告書）』

 大学図書館職員の専門研修再構築概念図（2015年12月）



大学図書館職員としての専門性 ②-2

【参考】 国公私立大学図書館協力委員会 研修のあり方検討WG第2回ミーティング資料（2015.6.24）

報告書には
載せなかった
検討プロセス
をチラ見せ！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新しいタイプの図書館員
・アセスメントライブラリアン：図書館にかかわる様々なデータを分析し、ニーズ把握や運営方針のための根拠を提供する (大学運営におけるURAのような存在？)
・エンベディッド・ライブラリアン（embedded librarian）：利用者が活動する場で情報サービスを提供する
・ブレンディッド・ライブラリアン（blended librarian）：
図書館情報学，教育工学，教育方法論の知識や技能を兼ね備える
コミュニティの関係者との連携や交流をもとに，コミュニティのニーズを明らかにし，コミュニティにカスタマイズした学習支援を提供

この文章を読んで思い出したのは、ヨーロッパに行った時で�-----------�むこうの人「おまえは何の仕事をしている？」�みすみ　　「ライブラリアンだ」�むこうの人「何ライブラリアンだ？」�みすみ「え？」�むこうの人「システムライブラリアンとかサブジェクトライブラリアン�　　　　　　とか、おまえの専門はなんだ？�みすみ　　「・・・・」�-----------�グローバルスタンダードでは、「ライブラリアン」というだけでは、専門職じゃない、ということを痛感いたしました。しかしそれは、図書館だけでは�なく日本のキャリアシステムがそうなっているので難しい。



大学図書館職員としての専門性 ③-1

【出典】 国公私立大学図書館協力委員会『大学図書館職員の専門性と専門研修のあり方について （報告書）』

 今後の専門研修のあり方について（「報告書」サマリーより）

「学習・教育支援」、「研究支援」、「学術情報基盤構築」の3つ
を、大学図書館職員の専門性の主要カテゴリと位置付けた。これら
は大学図書館の共通機能であり、業界で継続的に人材育成を行なっ
ていく必要がある。

一方で、大学図書館職員は大学職員であり、大学のミッションに
沿った活動が求められる。組織内外の関係者と積極的に関わりを持
ち、組織の中に組み込まれた存在として強みを発揮することも、今
後の大学図書館員に求められる専門性の一つといえる。

大学図書館に求められる機能には普遍性があるが、実現の手段、必
要な知識・スキルは時代とともに変わり続けていく。専門研修は、
「学び続ける」ことができる人材と、学びを支える組織文化があっ
て初めて、持続的かつ有効に機能する。

専門研修の設計は、確立されたスキルによる安定的・継続的な業務
にかかるものと、変化に対応した新しい枠組みの構築に資するもの
という、2つの方向性がある。



本日お話しすること

 自己紹介：

一大学図書館員の四半世紀と4つの転機

 受講生の皆さんの現在を知りたい

 スキルアップとは何か？：

成長プロセスを概念的に捉える

 変わりゆく世界：

専門性を持った職業人としての関わり方

 プロフェッショナルの要件と成長プロセス

 スキルアップ法いろいろ＆短研の楽しみ方



スキルアップ法いろいろ-1

 自学自習：日常的にコツコツと

各種サイトを見る
• 所属機関（大学のサイト、教員DB、機関リポジトリ）

• 関連機関（国立情報学研究所、文科省、科学技術・学術審議会学術分科
会、科研費、国大協など）のウェブサイト

• 図書館系ニュースサイト（カレントアウェアネスポータル：NDLなど）

• 関連する協会やコミュニティ、学会などのサイト（日本図書館協会、日
本図書館情報学会、大学図書館問題研究会、国公私それぞれの図書館協
会・協議会、連携・協力推進会議、図書館情報学会、大学教育学会、教
育工学会、大学マネジメント研究会、大学行政管理学会、リサーチ・ア
ドミニストレーター協議会など）

オンラインの学習ツールを活用する
• 目録：NACSIS-CAT/ILL セルフラーニング教材

https://www.nii.ac.jp/hrd/ja/product/cat/slcat.html

• 研究データ管理：JPCOAR「研究データ管理サービスの設計と実践」
http://id.nii.ac.jp/1458/00000107/

• 語学学習：YouTubeの動画など無料で

使えるコンテンツもある

業務内の研修として
位置付けられること

も多い

幅広く
アンテナを
立てる

https://www.nii.ac.jp/hrd/ja/product/cat/slcat.html
http://id.nii.ac.jp/1458/00000107/


スキルアップ法いろいろ-2

 研修や勉強会、各種イベントに出かけていく

研修・講習会
• キャリア別、業務別の研修

- キャリアに合わせた研修（大学職員としての研修

国立大学法人等若手職員勉強会、放送大学科目履修など ／

図書館独自の研修：短期研修、長期研修など）

- 特定業務にかかわる研修

（JPCOAR:機関リポジトリ新任担当者、JUSTICE：版元提案説明会の

担当者向け勉強会、システム関連：NII：学術情報システム総合ワー

クショップ 、NDL：レファレンス研修、一橋大学：西洋古典籍、

国文学研究資料館：日本古典籍講習会、京都大学：漢籍担当職員講

習会など）

- 長期間にわたる実務を通じた研修（NII:実務研修など）

- 海外研修（国大図協の海外派遣、大学内の制度も活用したい）

- 図書館総合展

• 地域で行われる研修
- 各県、地域の協議会による研修、私大図協や国大図協地区助成によ

る研修会など、毎回工夫を凝らした研修が行われている

研修後は職場に
必ずフィードバック
する・周囲の人と

話してみる



スキルアップ法いろいろ-3

 研修や勉強会、各種イベントに出かけていく

テーマ・職種ごとの勉強会・各種イベント
• 学生協働など

- 大学図書館学生協働交流シンポジウム（中国四国地区）、学生
協働ワークショップin東京、学生協働フェスタin東海、学生協働
サミット＠図書館総合展、など

• 有志による自発的な勉強会
- Code4Lib Japanカンファレンス

（http://www.code4lib.jp/conference/）

- ku-librarians（ http://kulibrarians.g.hatena.ne.jp/）

- 北海道の図書館職員を中心とした有志による自主的な勉強会

（https://www.facebook.com/hokutokai1203/） など

• SNSも活用（ブログ, Twitter, Facebook, LINEなど）

必ず名刺を持っていこう
質問をしよう・交流をしよう
半分は人的ネットワーク

作りが目的！

さまざまなコミュニティの
中の人（企画側）に

なってみるのもとても有効！

http://www.code4lib.jp/conference/
http://kulibrarians.g.hatena.ne.jp/
https://www.facebook.com/hokutokai1203/


スキルアップ法いろいろ-4
 委員会や作業部会・WGのメンバーになる

大学を越えて、さま
ざまな課題解決に
取り組む実行部隊



スキルアップ法いろいろ-5
 資格の取得や研究活動を行う

資格の取得
• 図書館司書（通信教育）

• 大学図書館支援機構（大学図書館業務実務能力認定試験）

• 情報科学技術協会（検索技術者検定）など

調査研究・論文を
書いてみる経験
もとても有効

大学院に進学する／履修証明プログラムを活用する
• 図書館情報学や大学経営を専門とする大学院

• その他の専門の大学院

• 千葉大学「アカデミック・リンク教育・学修支援専門職養成履
修証明プログラム（ALPS履修証明プログラム）」

• 筑波大学「大学研究センター Rcus大学マネジメント人材養成」

大学院における
研究の経験が
研究者支援に

有効と言われている

学会等に入る・科研費（奨励研究）にチャレンジする



スキルアップ法いろいろ-6

 他流試合に挑戦してみる

会計や統計などを勉強する

ビジネス書や他サービスの本を読んでみる
• 白石昌則『生協の白石さん』講談社（2005.11）

• 塩島賢次『フォーシーズンズが実践するホスピタリティの黄金律』 PHP研究所
（2006.11）など

他分野の育成プログラムにチャレンジしてみる
• 青山学院大学「ワークショップデザイナー育成プログラム」など

 サードプレイスを持つ

サードプレイスとは、自宅(ファーストプレイス)や職場・学校(セカンド
プレイス)ではない、一個人としてくつろぐことができる第三の居場所。

• レイ・オルデンバーグ『サードプレイス : コミュニティの核になる「とび
きり居心地よい場所」』みすず書房, 2013.10

図書館の常識は
図書館外の非常識

かも？！

無理をしないこと！
時には逃げ場も

必要です



プロフェッショナルへの成長に向けて

 皆さんはどんな図書館を作りたいですか？

 どうして大学図書館員になったのですか？

 図書館という仕事を通じて何がしたいですか？

もちろん、

 大学・大学図書館を取り巻く状況が変化しているから

 それに沿ったスキルとマインドを持った人が求められ

ていて

 だから、このような方法で身に付けていくのだ

という教科書的な話も大事。

でも、それよりもっと大事なことがあります。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　




図解：そもそもスキルアップとは？（再掲）

【参考】松尾睦『経験からの学習 : プロフェッショナルへの成長プロセス』

同文舘出版, 2006.6, p.9, 11 を参考に、筆者が作図

キャリアの発達段階

初期 中期 後期

経験

既存の知識、
スキル、信念

知識、スキル、
信念の修正・

追加

領域（業種・職種）

求められる姿
「大学図書館職員」＝「大学職員」＋「図書館員」
個人のレベル／組織のレベル／業界のレベル

学習
プロセス

誰
の
た
め
？
何
の
た
め
？

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
可
視
化

プロフェッショナルとしての成長／なりたい姿

キャリアを積む
プロセスで
変わっていく
ものもある



経験から学ぶ力のモデル（再々掲）

【参考】中原淳編著『人事よ、ススメ! : 先進的な企業の「学び」を描く

「ラーニングイノベーション論」の12講』碩学舎, 2015.2, p.12-16

リフレクション
（振り返る力）

ストレッチ
（挑戦する力）

エンジョイメント
（楽しむ力）

思い
＆

つながり

チャレンジングな
課題

実際の挑戦

もっと良いやり方
はないだろうか？

困難の克服
仕事にやりがい

思い＝原動力

励ましてくれる人、
仲間との
つながり

短期研修は
「経験から学ぶ力」が身に
付けられるプログラム

「アンラーニング」が
必要になることも

各論の講義、グループワークを通じて
「ワカルからカワルへ」

プロフェッショナルへの成長プロセスを
実践するための一歩を踏み出してください

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
短期研修は、皆さんの先輩が、よりよい研修を作るためにブラッシュアップして来たプログラム。

短期研修は
「経験から学ぶ力」が身に付けられるプログラム

各論の講義、グループワークを通じて「ワカルからカワルへ」
プロフェッショナルへの成長プロセスを実践するための一歩を踏み出してください




 図書館の外側から発想する
 「図書館が」何をするべきか、から考え始めると、なかなか

殻が破れない
• 学生は、教員は、何を求めているんだろう？
• 大学は、社会は、何を求めているんだろう？

 自分たちも含め、課題解決のリソースになる
 新しいことをしようとする人は結構孤独

• 図書館員自身が、課題解決に導くためのリソースになれる
• あなたの周りに困っている人はいませんか？
• 話せる「人」をつくることが、第一歩

 理想を描きつつ身近な一歩を踏み出す
 正しい答えを誰かが知っているわけではない
 Win-winは、いかに相手の文脈で発想できるか

• 初めから完璧でなくてもいい
• 最初の一歩をいかに踏み出すか

ヒントは外にある
答えは中にある

さいごに

Good Luck!
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